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1.2.5 工事計画 

1. 工事工程 

【会場予定地】 

会場整備は、大阪市による埋立・盛土工事が完了した部分から着手する。埋立形状は平地

であり、会場整備にあたり大規模な掘削工事や盛土工事は想定されない。インフラ工事のあ

と、会場内の通路及び建築物敷地を整備し、路面舗装、各敷地におけるパビリオン等施設の

建築や設備設置工事、緑地整備工事等を行う。 

会期終了後には原則としてすべての建築物及び設備等の撤去工事（解体または移設）を行

うが、一部はレガシーとして現地で再利用するための改修工事等を行う可能性がある。 

以上の工程は概ね表 1.2.2に示すとおりである。 

なお、夜間及び休日の工事は原則行わないが、やむを得ず工事を行う場合は、騒音等に十

分配慮して実施する。 

 

表 1.2.2 会場予定地の工事工程 

工事内容 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

造成・インフラ工事      

パビリオン等建築工事      

開催・供用期間      

撤去工事      

 

【（仮称）舞洲駐車場予定地】 

現況はほぼ平地であり、整備にあたり大規模な掘削工事や盛土工事は想定されない。敷均

しのあと、駐車スペースや通路等を舗装し、乗降場やサービス施設等を建設する。会期終了

後には舗装及び施設等の撤去工事を行う。工程は概ね表 1.2.3に示すとおりである。 

なお、夜間及び休日の工事は原則行わないが、やむを得ず工事を行う場合は、騒音等に十

分配慮して実施する。 

 

表 1.2.3 （仮称）舞洲駐車場予定地の工事工程 

工事内容 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

敷均し・敷地造成工事      

建築・設備設置工事      

開催・供用期間      

撤去工事      
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2. 工事関連車両走行ルート 

会場整備工事に伴い、建設機材の搬出入、資材や設備の搬入、廃棄物の搬出等の車両の交通が

発生する。撤去工事に伴い、機材の搬出入、再利用資材や廃棄物の搬出等の車両の交通が発生す

る。その他、従事者の輸送等に伴う乗用車の交通も想定される。 

基本とする交通経路は、図 1.2.10(1)、(2)に示すとおりである。方法書においては、此花大橋、

夢舞大橋を経由して会場予定地、（仮称）舞洲駐車場予定地に至る経路としていたが、大阪市と

の協議、調整の結果、周辺道路の交通量の調査結果や周辺の交差点改良等の計画を踏まえて、道

路混雑を避ける観点から、夢咲トンネルを経由して夢洲に至るルートの追加を行っている。なお、

此花大橋、夢舞大橋を経由するルートについては、住居地域への影響を抑制する観点から、可能

な限り阪神高速道路を利用する計画としている。また、工事資材輸送は可能な限り此花大橋、夢

舞大橋を経由するルートを優先し、夢咲トンネルを経由するルートの工事車両・通勤車両の利用

を最小限に抑える計画とする。 

また、工事期間中に、舞洲や咲洲でイベントが開催される場合においては、関係先と調整の上、

走行時間帯や走行ルートについて配慮を行う等、周辺環境への影響を低減できるよう努める。 

なお、船舶による資材搬入等についても検討を行っており、資材を搬入する船舶は夢洲北側の

護岸に接岸することを想定している。 
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図 1.2.10(1) 工事関連車両の主要な走行ルート（来場） 

この地図は、国土地理院の電子地形図 25000 をもとに作成した。 
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図 1.2.10(2) 工事関連車両の主要な走行ルート（退場） 

この地図は、国土地理院の電子地形図 25000 をもとに作成した。 


